
【生ごみ処理機器モニターリポート Vol.6】 

生ごみ処理機器を使用したモニターの声を伝えていきます。 

 

  

 大家族向け電気生ごみ処理機モニターの 2 回目、処理後の生ごみと計量中の写真です。 

 情報発信のために、生ごみの重さを測ってもらっています。いつもありがとうございます。 

 大きめの機器なので、毎日生ごみを入れて 22 時頃に運転、そのまま溜めておき排出は月 2 回程度だ

そうです。 

 スイカを食べた時にスイカの皮が意外とごみとしてかさばることに気づいたそうで、生ごみ処理機で

処理するとどれがスイカの皮か分からないほど小さくなっていて、ごみの減量効果の大きさを実感した

そうです。 

 同じ日の記録ではないですが、処理前 552ｇの生ごみが処理後 98ｇに減っていて水分の多い野菜類

では、減量効果が大きいようです。 

 

【令和４年度生ごみ処理機器モニター事業について】 

今年度、釧路市では生ごみ処理機器のモニターを募集し、使用した感想を発信していくことで生ごみ

の減容・減量化への意識を醸成していく取り組みを行っています。 

皆さんも、モニターの声を参考にして生ごみの減容・減量化に取り組んでみませんか？ 

 

※掲載されている内容は、あくまでも生ごみ処理機器を使用した感想であり、機器の性能評価ではあり

ません。 

 

【問合せ先】 

 釧路市市民環境部環境事業課 



  TEL 0154-31-4551 FAX 0154-24-4145 

  ka-haikibutu@city.kushiro.lg.jp 

   


